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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流動性材料を用いて髄内（ＩＭ）釘を被覆する方法であって、
　チューブ状部材内へ、当該チューブ状部材の挿入端から当該チューブ状部材の対向端に
向かって、前記ＩＭ釘を前進させる工程と、
　前記チューブ状部材上の第１位置において側壁を貫通して規定されている第１入口を介
して、流動性材料を前進させる工程と、
　前記流動性材料の硬化後に、当該硬化された流動性材料をその上に有する前記ＩＭ釘か
ら、前記チューブ状部材を取り除く工程と、
を備え、
　前記ＩＭ釘を前進させる工程は、前記チューブ状部材の前記側壁の内側円筒表面上に形
成されて長手方向に延びている少なくとも２つの突出部に沿って、前記ＩＭ釘を摺動させ
て移す工程を有する
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＩＭ釘を前進させる工程は、当該ＩＭ釘の先端が前記チューブ状部材の前記対向端
における凹表面に係合するまで、当該ＩＭ釘を当該チューブ状部材内へと前進させる、と
いう工程を有している
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チューブ状部材上において前記第１入口に近接して形成されたボスに、流動性材料
の供給装置を接続する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記接続する工程は、前記流動性材料の供給装置を前記チューブ状部材に、ネジ式に接
続する工程、ルアーロック式に接続する工程、及び、ノズル式に接続する工程、のうちの
１つを含んでいる
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記チューブ状部材上の前記第１位置とは異なる第２位置において前記側壁を貫通して
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規定されている第２入口を介して、流動性材料を前進させる工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記チューブ状部材の内部を前進する前記流動性材料を監視する工程と、
　実質的に前記第２入口に向かって前進している前記流動性材料に基づいて、前記第１入
口を介しての当該流動性材料の当該前進を停止させる工程と、
　を更に備えたことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記チューブ状部材を除去する工程は、当該チューブ状部材を切断して被覆された前記
ＩＭ釘から取り除く工程を、含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記チューブ状部材を除去する工程は、当該チューブ状部材に沿ってスリットを形成さ
せる当該チューブ状部材上に配置された引張部材を引っ張る工程、を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記チューブ状部材内に前記ＩＭ釘を前進させる工程に先立ち、当該ＩＭ釘の一端部上
にシースを配置する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　流動性材料を用いて髄内（ＩＭ）釘を被覆する方法であって、
　チューブ状部材内へ、当該チューブ状部材の挿入端から当該チューブ状部材の対向端に
向かって、前記ＩＭ釘の遠位端が前記チューブ状部材の前記対向端における凹表面に係合
するまで前記ＩＭ釘を前進させる工程と、
　前記チューブ状部材上の第１位置において側壁を貫通して規定されている第１入口を介
して、流動性材料を前進させる工程と、
　前記流動性材料の硬化後に、当該硬化された流動性材料をその上に有する前記ＩＭ釘か
ら、前記チューブ状部材を取り除く工程と、
を備えた
ことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記チューブ状部材内に前記ＩＭ釘を前進させる工程に先立ち、当該ＩＭ釘の一端部上
にシースを配置する工程
を更に備えたことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　流動性材料を用いて髄内（ＩＭ）釘を被覆する方法であって、
　前記ＩＭ釘の一端上にシースを配置する工程と、
　チューブ状部材内へ、当該チューブ状部材の挿入端から当該チューブ状部材の対向端に
向かって、前記ＩＭ釘を前進させる工程と、
　前記チューブ状部材上の第１位置において側壁を貫通して規定されている第１入口を介
して、流動性材料を前進させる工程と、
　前記流動性材料の硬化後に、当該硬化された流動性材料をその上に有する前記ＩＭ釘か
ら、前記チューブ状部材を取り除く工程と、
を備えた
ことを特徴とする方法。
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